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1. 目的  

 田園の土壌中での放射性セシウムが時間と伴にどのように変化するか、過去に測定したデータと比較し

て調べる。また、休耕の田園に生えている植物の植物移行係数を調べる。 

 

2. 方法 

 福島県相馬郡飯館村砂須虎捕地区の田園の土壌の比放射能の深さ分布を測定し、2011 年 5 月 17 日に測

定した結果と比較する。 

 

3．結果（平成２４年７月２４日発表） 

 図１に同じ場所での１年後の土壌の深さ 

方向のプロファイルを測定した。2011 年 5 

月 17 日においては、放射性セシウムは指数 

関数的に減少した分布をしていたが、2012 

年 6 月 7日のプロファイルは深さ２ｃｍから 

１０ｃｍ以上まで一様に分布しており、１ 

年間で放射性セシウムがかなり深くまで浸潤 

したことが分かる。このことは、土壌によって 

は、放射性セシウムは深くまで拡散していく 

ことが予想される。 

 同じ地区の休耕している田園に生えている植 

物の比放射能を測定したところ、以下の結果 

が得られた。 

  よもぎ   271.0 Bq/kg 

  稲科の植物  37.7 Bq/kg 

  りんどう  356.7 Bq/kg            図１ 土壌中の放射性セシウムの分布の変化 

これらの植物の移行係数を求めたところ、よもぎが０．０４、稲科の植物が０．００５、りんどうが０．

００５とかなり低い値を示した。 
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